
３.研究内容 

１．課題目標 
 

2016年度 
【マルチフィジックスシミュレーション】 
申請者らが開発したマルチフィジックスシ
ミュレータを使用して、デブリ切断時にお
けるスプレーの保守的な条件を決定する。 
【リスク管理】 
燃料デブリ取り出しの技術リスクを見積も
るための簡易システムの基本的な方針を
確立する。 

２.研究実施体制 

2016 2017 2018 
マルチフィジッ
クスシミュレー
ション 

切り粉拡散抑
制評価  

固気液混相流
-臨界連成手
法の開発 

デブリ冷却性
能および切り
粉漏洩評価 

リスク管理 技術リスクの
検討 

社会的リスク
の検討 

リスク管理手
法の検討 

総合評価 日英連携 日英連携 まとめ 

燃料デブリ取り出し戦略の構築： 
リスク管理と物理シミュレーションの融合 

燃料デブリの取り出しにおいては、燃料デブリの冷却、従業員の被ばく防止、環境への放射性物
質の放出防止が、重要な留意点である。本プロジェクトでは気中工法に注目する。本プロジェクトは、
マルチフィジックスシミュレーションに関する研究とリスク評価に関する研究より構成される。本研究
は、東京大学およびImperial College Londonで実行したマルチフィジックスシミュレーション結果に

基づいてリスク評価を行い、燃料デブリを長期管理しつつ気中取り出し方法の問題点克服を検討
する。 

事業実施計画 

2017年度 
【マルチフィジックスシミュレーション】 
固気液三相流れの数値シミュレーションと連
続エネルギーモンテカルロ法コードを接続し
た新しい数値解析手法を開発して、気中工法
が臨界の観点から問題ないことを確認する。 
【リスク管理】 
燃料デブリ取り出しの技術リスク、プロジェク
ト遂行リスク、社会的意思決定リスクをバラン
ス良く評価するための考え方を提示する。 

2018年度 
【マルチフィジックスシミュレーション】 
気中工法における燃料デブリの冷却性能評価および
飛散したデブリの切り粉の外部への漏洩の可能性の
検討を行う。 
【リスク管理】 
日英で取り組んだマルチフィジックスシミュレーション結
果に基づき、リスクモニタリングとリスク管理のための
考え方を提案する。 

中長期ロードマップとの整合性および日英原
子力共同研究の成果を踏まえ、東電福島第
一原子力発電所の廃炉事業に貢献する  

図１ 固気液三相流れの数値シミュレーション（気
液界面と固体粒子群の相互作用、世界で屈指の
高度な数値解析技術を廃炉事業へ展開する） 
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